
月

総
販
は

％
減
少

Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
効
果
で
回
復
傾
向


　


　



帰省ピーク例年より早く、Go To影響で予約鈍化

事業共創推進本部を設置

「非旅行業分野」開拓へ　

日本旅行

事
業
共
創
推
進
本
部

本
部
長
に
小
谷
野
氏

日
本
旅
行

組
織
改
正
で
教
育
、

デ
ジ
タ
ル
分
野
強
化

東
武
ト
ッ
プ

乗
り
継
ぎ
搭
乗
で

ア
シ
ア
ナ
と
連
携

大
韓
航
空

Ｊ
Ａ
Ｌ

％
減

Ａ
Ｎ
Ａ

％
減

国
内
線

月
実
績

クラブツーリズム
「
五
稜
郭
上
の
夜
空
に
願
い
」

Ｘ
マ
ス
星
空
ラ
ン
タ
ン
イ
ベ
ン
ト
に

人ニューノーマルなイベントモデルに

　
各
航
空
会
社
は

月

日
に

年
末
年
始
期
間
（

月

日
～

１
月
３
日
）
の
予
約
状
況
を
発

表
し
た
。

日（
月
）か
ら
の
Ｇ

ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
全
国
一
時

停
止（
１
月

日
）が

月

日

の
夕
方
に
突
如
発
表
さ
れ
た
こ

と
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、

Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
予
約
数
が
前
年
比


・
６
％
の
約

・
１
万
人

（
予
約
率

・
７
％
）、Ｊ
Ａ
Ｌ
で

は
前
年
比

・
５
％
の
約

・

２
万
人（
予
約
率

・
９
％
）と

な
り
、
半
分
以
上
の
便
が
５
割

以
下
の
予
約
し
か
入
っ
て
い
な

い
状
況
に
な
り
、
感
染
拡
大
が

続
く
と
さ
ら
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が

増
え
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
中
で
も
沖
縄
方
面
の

便
だ
け
は
Ａ
Ｎ
Ａ
で

・
２
％
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
で
は

・
８
％
と
他
の

エ
リ
ア
に
比
べ
る
と
利
用
者
が

や
や
多
い
傾
向
に
あ
る
。
ピ
ー

ク
日
は
例
年
よ
り
も
早
く
、
下

り
便
は

月

日（
土
）が
ピ
ー

ク
で
、上
り
便
は
１
月
３
日

（
日
）が
ピ
ー
ク
と
な
る
。
昨
年

は
ピ
ー
ク
日
の
予
約
率
が
９
割

を
超
え
る
が
、
Ａ
Ｎ
Ａ
の
数
字

を
見
る
と
、

月

日
の
下
り

便
で

・
８
％
、
１
月
３
日
の

上
り
便
で

・
８
％
の
予
約
率

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

月
の
段
階
で
は
各
航
空
会

社
で
は
年
末
年
始
の
国
内
線
は

前
年
比
８
割
～
９
割
の
水
準
ま

で
戻
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
提

供
座
席
数
も
９
割
程
度
に
ま
で

戻
し
て
い
た
。
今
回
の
年
末
年

始
は
海
外
旅
行
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
普
段
海
外
で
過
ご
す
人

も
国
内
の
リ
ゾ
ー
ト
地
や
温
泉

地
な
ど
へ
出
か
け
る
べ
く
、
旅

館
・
ホ
テ
ル
の
予
約
も
堅
調
で
、

国
内
旅
行
に
期
待
す
る
声
も
大

き
く
、
実
際
に
国
内
線
の
航
空

券
も
順
調
に
予
約
が
入
っ
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、

月
後

半
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
拡
大
に
加
え
、

％

割
引
＋

％
の
地
域
共
通
ク
ー

ポ
ン
で
実
質
国
か
ら

％
の
支

援
が
受
け
ら
れ
る
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
が
年
末
年
始
期
間
に

一
時
停
止
し
た
こ
と
で
、

月


日
か
ら

日
ま
で
の
５
日
間

で
も
相
当
数
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が

入
っ
た
よ
う
だ
。
　

　
万
が
一
、
旅
行
を
取
り
止
め

る
場
合
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
で
は
２
０

２
１
年
３
月

日
ま
で
の
航
空

券
（
ウ
ル
ト
ラ
先
得
、
ス
ー
パ

ー
先
得
、
先
得
割
引
、
特
便
割

引
な
ど
）
に
つ
い
て
は
払
戻
手

数
料
の
４
４
０
円
の
み
で
キ
ャ

ン
セ
ル
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
払
い

戻
す
場
合
に
通
常
の
取
消
手
数

料
が
か
か
る
が
、
変
更
す
る
場

合
に
は
変
更
後
の
運
賃
と
の
差

額
調
整
の
み
で
変
更
可
能
と
い

っ
た
対
応
を
し
て
い
る
。
航
空

券
の
み
の
場
合
、
元
々
Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
の
割
引
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今

回
の
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
に

お
け
る
キ
ャ
ン
セ
ル
料
免
除
の

対
象
に
は
な
ら
な
い
が
、
旅
行

者
の
中
に
は
全
額
免
除
と
思
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
航
空

会
社
に
問
い
合
わ
せ
す
る
旅
行

者
も
出
て
い
る
そ
う
だ
。

　
年
末
年
始
期
間
の
航
空
券
価

格
も
大
き
く
下
落
し
、
割
引
運

賃
で
の
購
入
も
年
末
年
始
１
週

間
前
で
も
可
能
と
な
っ
て
い
る

な
ど
、
明
ら
か
に
例
年
と
異
な

る
年
末
年
始
に
な
る
。

　（
航
空
・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）

（４）第３０６２号 第３種郵便物認可 ２０２１年（令和３年）１月１日（金曜日）

　
観
光
庁
が

月

日
に
発

表
し
た
主
要
旅
行
業

社
の


年

月
の
旅
行
取
り
扱
い

状
況
（
速
報
）

は
、
総
取
扱
額

が
前
年
同
月
比


・
７
％
減
の

１
５
５
６
億
１

９
３
万
円
だ
っ

た
。
内
訳
は
、
国
内
旅
行
が


・
７
％
減
の
１
５
１
２
億

５
２
７
０
万
円
、
外
国
人
旅

行
が

・
６
％
減
の
６
億
９

４
９
５
万
円
、
海
外
旅
行
が


・
９
％
減
の

億
５
４
２

８
万
円
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
る
旅
行
の
延

期
や
中
止
の
影
響
等
に
よ

り
、
総
取
扱
額
は
全
分
野
で

前
年
同
月
比
大
幅
減
だ
っ

た
。
こ
の
う
ち
国
内
旅
行
は

「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

業
の
効
果
も
あ
り
、
前
年
同

月
比
で
回
復
傾
向
が
見
ら
れ

る
」
と
同
庁
。

　
総
取
扱
額
が
前
年
実
績
を

超
え
た
の
は
、
富
士
急
ト
ラ

ベ
ル
の
み
。
前
年
比
９
割
超

の
減
少
と
な
っ
た
事
業
者

は
、
前
月
よ
り
８
社
減
の
７

社
。
分
野
別
で
は
、
国
内
旅

行
は
阪
急
交
通
社
、旅
工
房
、

富
士
急
ト
ラ
ベ
ル
、
三
越
伊

勢
丹
ニ
ッ
コ
ウ
ト
ラ
ベ
ル
が

前
年
比
増
。
外
国
人
旅
行
は

京
成
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
の

み
前
年
を
超
え
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
、
前
年
同
月
比

・

９
％
減
の
５
８
５
億
９
９
１

８
万
円
だ
っ
た
。
内
訳
は
、

国
内
旅
行
が

・
７
％
減
の

５
８
５
億
９
９
１
８
万
円
、

外
国
人
旅
行
と

海
外
旅
行
は
い

ず
れ
も
１
０
０

・
０
％
減
の
０

円
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画

旅
行
の
取
扱
人
数
は

・
８

％
減
の
１
８
５
万
９
５
２
３

人
。国
内
旅
行
は

・
２
％
減

の
１
８
５
万
９
５
２
３
人
、

外
国
人
旅
行
、海
外
旅
行
は

い
ず
れ
も
０
人
だ
っ
た
。

　
日
本
旅
行
は

月

日
の

取
締
役
会
で
役
員
の
業
務
分

担
の
一
部
変
更
を
承
認
し

た
。
代
表
取
締
役
副
社
長
兼

執
行
役
員
の
小
谷
野
悦
光
氏

は
、
新
設
す
る
事
業
共
創
推

進
本
部
の
本
部
長
、
執
行
役

員
の
三
好
一
弘
氏
は
同
本
部

の
副
本
部
長
に
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
さ
れ
る
。
実
施
は
１
月
１

日
付
。

　
日
本
旅
行
は
１
月
１
日
付

で
組
織
改
正
を
行
う
。
本
社

の
営
業
企
画
本
部
に
非
旅
行

業
分
野
の
開
拓
、
取
り
扱
い

拡
大
を
進
め
る
「
事
業
共
創

推
進
本
部
」
を
設
置
す
る
。

従
来
の
旅
行
業
の
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
事
業

展
開
、
異
業
種
と
の
連
携
を

進
め
る
。

　
西
日
本
営
業
本
部
に
は
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
活

用
し
た
非
旅
行
業
分
野
の
開

拓
や
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
拓
を
組
織
横
断
的
に
推

進
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
推
進
部
」を
設
置
。

非
旅
行
業
分
野
の
新
た
な
商

材
に
つ
い
て
、
専
任
的
に
営

業
活
動
を
行
う
「
事
業
共
創

推
進
部
」
も
設
け
る
。

　
営
業
本
部
関
係
で
は
ほ
か

に
、
東
日
本
営
業
本
部
に
法

人
営
業
部
と
個
人
旅
行
営
業

部
を
統
合
し
た
「
営
業
部
」

を
設
置
。
法
人
営
業
と
個
人

旅
行
営
業
の
枠
組
み
を
超
え

た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

　
九
州
営
業
本
部
に
は
九
州

エ
リ
ア
で
の
地
方
創
生
事
業

を
は
じ
め
と
し
た
自
治
体
営

業
の
強
化
を
図
る
目
的
で
、

販
売
部
内
に
「
九
州
地
方
創

生
推
進
部
」
を
設
け
る
。

　
同
社
は
Ｄ
Ｘ
の
全
社
的
推

進
に
向
け
て
「
Ｄ
Ｘ
推
進
委

員
会
」
も
本
社
内
に

月


日
付
で
設
置
し
て
い
る
。

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

は
、
１
月
１
日
付
で
組
織
改

正
を
実
施
。
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
関
連
業
務
の
強

化
を
図
り
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
」
、

教
育
旅
行
事
業
の
販
売
体
制

整
備
を
目
的
に
「
首
都
圏
教

育
統
括
部
」
を
そ
れ
ぞ
れ
新

設
す
る
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
推
進
部
は
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ

ｏ
事
業
を
は
じ
め
、
同
社
の

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

関
連
の
公
務
案
件
の
受
注
実

績
増
加
に
伴
い
、
同
分
野
の

さ
ら
な
る
強
化
を
目
的
と
し

て
新
設
す
る
。
現
在
の
事
業

開
発
推
進
部
と
そ
の
傘
下
の

東
京
国
際
事
業
部
、
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
営
業
部
を
同
部
署

へ
と
改
組
。
傘
下
に
は
、
中

央
省
庁
へ
の
営
業
を
中
心
に

国
策
に
沿
っ
た
公
務
案
件
の

拡
大
を
目
指
し
「
官
公
庁
事

業
部
」
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
で
戦
略
立
案
と
業
務
推
進

に
取
り
組
む
「
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
部
」
を
設
置
す
る
。

　
首
都
圏
教
育
統
括
部
は
、

同
社
の
教
育
旅
行
事
業
の
商

品
、
商
材
に
特
化
し
た
販
売

体
制
を
整
え
る
た
め
に
新

設
。
現
在
の
「
首
都
圏
統
括

部
」
か
ら
同
部
署
を
独
立
さ

せ
、
東
京
教
育
旅
行
支
店
、

埼
玉
教
育
旅
行
支
店
、
埼
玉

西
教
育
旅
行
支
店
、
神
奈
川

教
育
旅
行
支
店
を
所
管
す

る
。
大
き
な
成
長
市
場
と
し

て
見
込
ま
れ
る
首
都
圏
の
教

育
旅
行
需
要
を
取
り
込
む
。

　
日
本
航
空
グ
ル
ー
プ（
Ｊ

Ａ
Ｌ
）と
全
日
本
空
輸
グ
ル

ー
プ（
Ａ
Ｎ
Ａ
）は
こ
の
ほ

ど
、
月
の
国
内
線
運
航
実

績
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。

利
用
旅
客
実
績
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
が

前
年
同
期
比

・
０
％
減
の

１
７
３
万
６
３
４
人
、Ａ
Ｎ

Ａ
が
同

・
６
％
減
の
１
４

６
万
５
３
１
３
人
だ
っ
た
。

　
有
償
座
席
利
用
率
（
ロ
ー

ド
フ
ァ
ク
タ
ー
）
は
Ｊ
Ａ
Ｌ

が

・
８
％
、
Ａ
Ｎ
Ａ
が


・
０
％
だ
っ
た
。

　
大
韓
航
空
は

月

日
、

ア
シ
ア
ナ
航
空
と
の
ス
ル
ー

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
（
乗
り
継
ぎ

搭
乗
手
続
き
）
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
た
。
大
韓
航
空
と
ア
シ

ア
ナ
航
空
を
利
用
し
た
乗
り

継
ぎ
を
行
う
際
、
乗
り
継
ぎ

空
港
で
そ
の
ま
ま
次
の
便
の

搭
乗
口
へ
の
移
動
を
可
能
に

し
た
。

　
ス
ル
ー
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

は
、
乗
り
継
ぎ
を
す
る
場
合

に
最
初
の
便
の
搭
乗
手
続
き

の
際
に
乗
り
継
ぎ
便
の
座
席

指
定
や
搭
乗
券
の
発
行
を
行

う
こ
と
。
最
終
目
的
地
ま
で

の
荷
物
預
か
り
も
で
き
る
。

　
大
韓
航
空
で
は
、
デ
ル
タ

航
空
な
ど
世
界

の
主
要
航

空
会
社
と
ス
ル
ー
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
契
約
を
し
て
い
る
。

　
「
２
０
１
９
年
は
仁
川
国

際
空
港
で
の
２
社
の
乗
り
継

ぎ
客
は
約
１
万
２
千
人
だ
っ

た
。
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
で
利

便
性
は
よ
り
高
ま
る
」
と
同

社
。

五
稜
郭
公
園
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

月


、

日
、
北
海
道
函
館
市
の
五
稜
郭
公
園
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
内
蔵
の
ラ
ン

タ
ン
を
打
ち
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト

「
第
３
回
　
五
稜
郭
ク
リ
ス
マ
ス

星
空
ラ
ン
タ
ン
」
を
開
い
た
。
北

海
道
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
が
参

加
。
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
」
な

ど
願
い
が
書
か
れ
た
ラ
ン
タ
ン
が

大
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
、

ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
が
入
っ
た
風
船
の

ラ
ン
タ
ン
を
用
意
。
表
面
は
和
紙

で
包
ま
れ
、
参
加
者
は
た
こ
糸
に

結
ば
れ
た
ラ
ン
タ
ン
を
打
ち
上
げ

た
後
、
写
真
や
動
画
の
撮
影
な
ど

で
楽
し
ん
だ
。
五
稜
郭
タ
ワ
ー
の

上
か
ら
は
レ
ー
ザ
ー
光
線
が
放
た

れ
、
ラ
ン
タ
ン
や
降
り
続
く
雪
を

照
ら
し
た
。
道
内
か
ら
参
加
し
た

一
般
女
性
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変

な
１
年
だ
っ
た
が
、
明
る
い
未
来

が
来
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
載

せ
た
」
と
ラ
ン
タ
ン
が
上
が
る
空

を
見
上
げ
た
。

　
五
稜
郭
タ
ワ
ー
の
庭
田
徹
渉
外

部
長
は
「
過
去
２
年
間
で
約
２
５

０
０
人
が
参
加
し
た
冬
の
人
気
イ

ベ
ン
ト
。
コ
ロ
ナ
禍
で
継
続
で
き

た
こ
と
は
大
き
い
。
多
く
の
ラ
ン

タ
ン
が
、
来
年
以
降
へ
の
一
筋
の

希
望
の
光
と
な
っ
た
」と
話
し
た
。

同
社
第
１
国
内
旅
行
セ
ン
タ
ー
道

南
チ
ー
ム
の
福
原
聡
一
リ
ー
ダ
ー

は
「
消
毒
な
ど
衛
生
管
理
、
身
体

的
距
離
を
取
る
な
ど
密
対
策
を
万

全
に
し
て
臨
ん
だ
。
今
回
を
ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
な
イ
ベ
ン
ト
モ
デ
ル

と
し
た
い
」
と
話
し
た
。


